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イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ

侵
攻
か
ら
１
カ
月
、
ガ
ザ
地
区

へ
の
激
し
い
爆
撃
と
ガ
ザ
市
内

中
心
部
で
の
地
上
部
隊
に
よ
る

戦
闘
激
化
で
パ
レ
ス
チ
ナ
住
民

の
犠
牲
者
は
１
万
人
以
上
と
な

り
、
増
え
続
け
て
い
る
。
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
政
権
は
、
ハ
マ
ス
の
掃

討
を
口
実
に
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸

の
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
に
も
攻

撃
を
拡
大
し
て
い
る
。
９
日
に

は
、
西
岸
の
自
治
区
ジ
ェ
ニ
ン

市
街
へ
の
攻
撃
の
ほ
か
、
難
民

キ
ャ
ン
プ
に
対
し
て
も
攻
撃
を

行
い
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出

た
。
西
岸
に
は
２
８
０
万
人
の

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
ほ
か
、
国
際

法
に
違
反
し
て
入
植
し
た
ユ
ダ

ヤ
人
も
45
万
人
住
ん
で
お

り
、
今
年
す
で
に
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
っ
て
３
０
０
人
以
上
の
パ

レ
ス
チ
ナ
住
民
が
殺
さ
れ
て
い

る
。
衝
突
の
拡
大
は
必
至
で
、

隣
国
レ
バ
ノ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
組

織
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
の
緊
張
も
高

ま
っ
て
い
る
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

は
、
戦
闘
終
結
後
も
ガ
ザ
地
区

の
不
法
占
領
を
継
続
す
る
と
表

明
し
て
お
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人

民
へ
の
抑
圧
と
暴
力
を
続
け
る

つ
も
り
で
あ
る
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
は
た
だ
ち
に
侵

攻
を
や
め
、
撤
退
せ
よ
。

孤
立
深
ま
る
米
と
イ
ス
ラ
エ
ル

　
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
︵
集
団
虐
殺
︶
に
抗
議

す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
11

月
４
日
、
５
日
に
は
欧
州
、
米

国
、
ア
ジ
ア
な
ど
世
界
各
国
で

パ
レ
ス
チ
ナ
に
連
帯
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
蛮
行
を
糾
弾
す
る
大

規
模
な
抗
議
デ
モ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
最
大

の
後
ろ
盾
で
あ
る
米
国
で
も
ワ

シ
ン
ト
ン
な
ど
各
都
市
で
大
規

模
な
デ
モ
が
行
わ
れ
、
多
く
の

若
者
た
ち
が
参
加
し
た
。
全
米

各
地
の
大
学
で
も
学
生
た
ち
が

抗
議
の
声
を
上
げ
た
。
バ
イ
デ

ン
政
権
に
対
す
る
青
年
層
の
支

持
率
が
下
が
っ
て
お
り
、
大
統

領
選
挙
へ
の
影
響
は
必
至
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
は
バ
イ
デ
ン
米

大
統
領
の
度
重
な
る
﹁
一
時
戦

闘
中
止
﹂
の
説
得
も
ま
っ
た
く

聞
き
入
れ
ず
、
米
国
の
﹁
威

信
﹂
は
地
に
落
ち
て
い
る
。
そ

れ
で
も
な
お
イ
ス
ラ
エ
ル
支
持

の
態
度
を
変
え
な
い
米
国
へ
の

不
信
と
批
判
が
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
る
。

　
中
南
米
の
ボ
リ
ビ
ア
が
イ
ス

ラ
エ
ル
と
断
交
し
、
南
ア
フ
リ

カ
、
ト
ル
コ
、
ヨ
ル
ダ
ン
、

バ
ー
レ
ー
ン
が
大
使
を
召
還
す

る
な
ど
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
外

交
関
係
を
見
直
す
動
き
が
各
国

に
広
が
っ
て
い
る
。

　
　

威
信
低
下
さ
ら
し
た
Ｇ
７

　
主
要
７
カ
国
︵
Ｇ
７
︶
は
、

８
日
外
相
会
合
を
開
い
た
が
、

ハ
マ
ス
を
テ
ロ
組
織
と
し
て
非

難
す
る
一
方
、
攻
撃
を
続
け
る

イ
ス
ラ
エ
ル
の
﹁
自
衛
の
権

利
﹂
を
支
持
し
、
攻
撃
を
正
当

化
し
た
。
ま
た
﹁
停
戦
﹂
に
も

踏
み
込
め
ず
、
人
道
目
的
で
戦

闘
を
一
時
中
断
す
る
﹁
人
道
的

休
止
﹂
と
い
う
ご
ま
か
し
の
声

明
を
出
す
こ
と
で
し
か
一
致
で

き
な
か
っ
た
。
10
月
27
日
の

国
連
総
会
緊
急
特
別
会
合
で
、

ヨ
ル
ダ
ン
が
提
案
し
た
即
時
人

道
的
停
戦
決
議
案
に
対
し
て
米

国
が
反
対
、
仏
は
賛
成
、
日
英

独
伊
加
が
棄
権
と
３
分
裂
し
た

Ｇ
７
は
辛
う
じ
て
﹁
結
束
﹂
を

保
っ
た
だ
け
と
な
り
、
ま
さ
に

Ｇ
７
の
威
信
と
影
響
力
の
低
下

を
象
徴
す
る
会
合
と
な
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
へ
の
関
与

強
化
は
Ｇ
７
の
最
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
だ
が
、
岸
田
政
権
が

Ｇ
７
議
長
国
と
し
て
﹁
法
の
支

配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
強

化
﹂
を
言
う
な
ら
、
そ
の
主
張

を
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
こ
そ

突
き
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
Ｈ
︶

米・首都ワシントンでもイスラエルの侵攻に抗議（11月4日）

全
世
界
に
広
が
る
即
時
停
戦
の
声

　
全
国
の
支
持
者
、
友

人
、
﹁
労
働
新
聞
﹂
読
者

の
皆
さ
ん
！
　
わ
が
党
へ

の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に
、

心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

全
国
で
奮
闘
す
る
同
志
の

皆
さ
ん
に
も
、
心
か
ら
の

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
長

期
化
す
る
な
か
、
パ
レ
ス

チ
ナ
人
民
は
断
固
た
る

﹁
反
米
・
反
イ
ス
ラ
エ

ル
﹂
の
闘
い
に
決
起
し
ま

し
た
。
中
国
を
先
頭
と
す

る
新
興
諸
国
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
の
台
頭
は
著
し

く
、
自
主
性
を
強
め
て
い

ま
す
。
米
国
を
中
心
と
す

る
帝
国
主
義
の
世
界
支
配

は
相
対
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
が
﹁
歴
史
的
転

換
期
﹂
に
あ
る
こ
と
は
、

ま
す
ま
す
鮮
明
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
米
国
は
財
政
や
金
融
不

安
な
ど
へ
の
対
処
に
手

い
っ
ぱ
い
で
、
大
統
領
選

挙
を
前
に
国
内
は
﹁
分

断
﹂
が
激
化
し
て
い
ま

す
。
﹁
民
主
主
義
﹂
を
掲

げ
た
新
興
諸
国
の
取
り
込

み
に
も
失
敗
し
ま
し
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
は
日
本
、

韓
国
な
ど
を
取
り
込
ん
で

﹁
対
中
国
包
囲
網
﹂
を
強

化
し
、
ア
ジ
ア
の
緊
張
を

激
化
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

米
国
で
さ
え
﹁
中
国
な

し
﹂
に
は
や
っ
て
い
け

ず
、
包
囲
網
形
成
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
な
か
、
全
米
自
動
車

労
組
︵
Ｕ
Ａ
Ｗ
︶
の
ス
ト

ラ
イ
キ
、
フ
ラ
ン
ス
で
の

﹁
人
種
差
別
反
対
﹂
デ
モ

な
ど
、
全
世
界
で
労
働
者

階
級
・
人
民
の
闘
い
が
前

進
し
て
い
ま
す
。
人
民
の

貧
困
化
と
ま
す
ま
す
深
刻

な
﹁
格
差
﹂
、
﹁
地
球
沸

騰
﹂
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の

気
候
変
動
と
自
然
災
害
、

急
速
な
技
術
革
新
な
ど

も
、
世
界
資
本
主
義
が
行

き
詰
ま
り
、
末
期
に
あ
る

こ
と
を
ま
す
ま
す
明
ら
か

に
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
﹁
社
会
革
命
の
時

代
﹂
を
切
り
開
く
の
は
、

何
よ
り
も
先
進
諸
国
の
労

働
者
階
級
で
す
。
労
働
者

階
級
は
自
国
内
で
の
闘
い

を
前
進
さ
せ
る
と
と
も

に
、
中
小
諸
国
と
連
帯

し
、
米
国
の
世
界
支
配
を

よ
し
と
し
な
い
帝
国
主
義

の
一
部
を
も
ひ
き
つ
け
、

各
国
で
政
治
権
力
の
奪

取
、
社
会
主
義
を
め
ざ
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
岸
田
政
権
は
、
米
国
の

対
中
国
戦
略
の
最
前
線
に

立
ち
、
日
米
軍
事
同
盟
一

体
化
、
防
衛
費
大
幅
増
な

ど
で
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
的

緊
張
を
高
め
て
い
ま
す
。

多
国
籍
大
企
業
の
権
益
を

守
り
、
日
本
の
政
治
・
軍

事
大
国
化
を
め
ざ
す
危
険

な
動
き
で
す
。
わ
が
国
は

戦
争
の
危
機
に
直
面
さ
せ

ら
れ
、
ま
さ
に
亡
国
の
道

で
す
。
し
か
し
、
有
権
者

の
﹁
自
民
党
離
れ
﹂
は
ま

す
ま
す
進
み
、
岸
田
政
権

の
基
盤
は
揺
ら
い
で
い
ま

す
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を

先
頭
と
す
る
沖
縄
県
民
の

闘
い
は
、
ア
ジ
ア
の
平
和

を
め
ざ
す
戦
線
の
中
核
と

し
て
新
た
な
前
進
を
始

め
、
岸
田
政
権
に
打
撃
を

与
え
て
い
ま
す
。
労
働
運

動
や
青
年
学
生
の
運
動
の

中
に
も
変
化
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
自
民
党
政
治
を

支
え
続
け
る
公
明
党
の
役

割
は
、
犯
罪
的
で
す
。
立

憲
民
主
党
な
ど
野
党
の

﹁
弱
さ
﹂
と
連
合
中
央
の

一
部
幹
部
の
裏
切
り
も
、

自
民
党
が
か
ろ
う
じ
て
政

権
を
維
持
で
き
て
い
る
背

景
で
す
。
　

　
日
米
同
盟
強
化
と
大
軍

拡
で
中
国
・
ア
ジ
ア
と
敵

対
す
る
道
か
、
国
の
完
全

独
立
を
達
成
し
ア
ジ
ア
と

共
生
す
る
道
か
、
わ
が
国

の
進
路
が
厳
し
く
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
対
米
従
属
政

治
を
打
破
し
、
国
民
大
多

数
の
た
め
の
政
権
を
樹
立

す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
に

お
い
て
社
会
主
義
を
め
ざ

す
上
で
の
早
道
で
す
。
　

　
中
国
と
の
関
係
改
善
、

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
と
の
即
時
無
条
件
の
国

交
正
常
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
青
年
学
生
を
中

心
と
す
る
、
民
間
交
流
を

促
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
闘
い
と

結
び
つ
け
て
、
厳
し
さ
を

増
す
国
民
生
活
・
国
民
経

済
を
再
生
さ
せ
る
闘
い
を

前
進
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国

で
、
沖
縄
県
民
と
の
連
帯

し
た
闘
い
を
巻
き
起
こ
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
わ
が
党
は
労
働
者
階
級

を
中
心
と
し
、
農
漁
民
、

中
小
商
工
業
者
、
知
識

人
、
青
年
学
生
、
さ
ら
に

大
企
業
や
保
守
政
治
家
の

一
部
さ
え
含
む
広
範
で
強

力
な
政
治
戦
線
の
形
成
・

発
展
に
尽
力
し
ま
す
。
　

　
わ
が
党
は
創
立
50
周
年

を
迎
え
、
歴
史
的
任
務
に

耐
え
得
る
、
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
の
革
命
政

党
の
建
設
・
強
化
の
た
め

に
奮
闘
す
る
決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

に
闘
い
の
た
め
の
絶
大
な

カ
ン
パ
を
要
請
し
ま
す
。

　
　
　
２
０
２
３
年
11
月

カ
ン
パ
の
送
り
先
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